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いばらきまちづくり通信 
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＜特集＞  

 「景観まちづくりの手引き」をご活用ください 

県は，良好な景観の形成は，最も住民に近い基礎的自治体である市町村が中心的な役割を担うこ

とが望ましいと考え，地域の景観特性に応じた取り組みを支援するために，「景観まちづくりの手

引き」を作成しました。これは，主に景観行政団体となった市町村が，地域の実状に合った景観行

政を推進していくにあたり，地域住民や事業者，ＮＰＯなどの団体と協働しながら景観法をどのよ

うに活用していけばよいかを解説するものです。ここでは，本手引きの概要（構成は，表１のとお

り）について紹介します。ここに示した考え方や手法等を参考に，積極的に地域の良好な景観形成

に取り組んでください。  

◆良好な景観形成の意義と効果について 

手引きでは，良好な景観の形成に向けた活動を，

「景観まちづくり」と表現しますが，景観まちづくりの

主役は地域住民であり，行政は，その活動を適宜支

援する役割を担います。地域住民が，主体的に「地

域で大切にしたいもの」を見つけ出し，または創り出

して共有し，それを育てていく景観まちづくりのきっか

けを提供することが，行政の最初の役割となります。 

 その際に，地域住民に対し，良好な景観を形成す

る必要性を説明しなければなりません。良好な景観

形成はなぜ必要なのか，地域住民にとってどの様な

メリットがあるのかを説 明し理 解してもらうことによっ

て，地域住民が積極的，主体的に取り組む景観まち

づくりを継続していくことができます。 

 このようなことから，第１章において，良好な景観形

成の意義と効果は，「地域住民間の合意形成」と「活

力ある地域社会の実現」であるという県としての考え

方を述べています。 

◆景観計画の策定手順について 

景観行政団体となった市町村は，地域の景観特

性を生かし地域住民の意向を反映させた景観計画

を策定します。さらに，この景観計画に基づいて，地

域住民が主役の景観まちづくりを適宜支援していく

こととなります。 

そこで，第２章では，景観法に規定された「景観計

画に定める事項」について，なぜ，定めることが必要

なのか，どの様に定めるのか，定めるとどの様なこと

が実現できるのかということについて解説します。 

これにより，景観まちづくりの確かなイメージを持っ 

た上で地域住民と係わりながら景観計画を策定する 

ことができるようになります。 

さらに，実際に景観計画を策定する際には，景観

まちづくりに向けた方針を定め，その方針の実現に

向けて各種の規制誘導の方法等について検討する

という手順になることから，地域住民との協働による

景観計画の策定を効率よく進められるよう景観法と

は異なる構成にしました。図１のとおり，前半で「方針

の設定」に関する事項について解説し，後半で景観

をコントロールするための「行為の制限」に関する事

項について解説します。 

こうすることで，次の第３章で展開する景観まちづ

くりワークショップの運営手順についても理解しやす

くなります。 
◆景観まちづくりの進め方について 

 第３章では，景観計画策定における地域住民の

意見を反映させる手法として，さらに，景観計画 

に基づきまちの将来像の実現を目指した景観まちづ

くりを推進していくための手法としてワークショップを

取り上げ，様々な局面における行政の役割について

解説します。行政は，その時に最も適した方法で住

民支援を行いながら，景観計画の策定や景観まち

づくりを継続 していくこととなります。景観 まちづくり

は，具体的には図２のように展開しますが，これはま

ちづくりの基本的な流れであることから，地域におけ

る様々なまちづくりの推進にも活用することができると

思います。本章を参考に，新たに景観まちづくりを進

めていくとともに，すでに行われているまちづくりに

「景観的観点」を加え，より多くの地域住民が主体的

に取り組む景観まちづくりをコーディネートして良好

な景観を形成し，活力ある地域社会を実現させてい

ただきたいと思います。 
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第１章 景観まちづくりについて 

１－１ 茨城の景観について 
１－２ 「良好な景観」について 
１－３ 「景観まちづくり」について 
第２章 景観計画の策定手順 

２－１ 「景観計画区域」の設定と「良好な景観形成に関する方針」について 
２－２ 「景観重要建造物又は景観重要樹木の指定」について 
２－３ 「景観重要公共施設の整備に関する事項」について 
２－４ 「景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項」について 
２－５ 「良好な景観形成のための行為の制限に関する事項」について 
２－６ 「屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為 

の制限に関する事項」について 
２－７ 「景観重要公共施設の占用等の基準」について 
２－８ 自然公園法の許可の基準の考え方 
２－９ その他 
第３章 景観まちづくりの進め方 

３－１ 景観まちづくりの進め方 
３－２ 景観まちづくりワークショップ 

第４章 景観形成に関わる政策体系等の整理 

４－１ 景観形成に関わる関連法の整理 
４－２ 景観形成目的別の手法・制度の概要 
資料編 

資料－１ 景観法における主な制度の概要 
資料－２ 景観まちづくりの事例 
資料－３ 景観まちづくりの手引き作成に向けたアンケート調査結果 

○景観計画区域 

○景観計画区域における良好な景観 の形成 に

関する方針 

○良好な景観の形成 のための行為 の制限に関

する事項 

○景 観重 要 建 造 物 又は景 観 重 要 樹木 の指 定

の方針 

○屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出す

る物 件 の設 置 に関 する行 為 の制 限 に関 する

事項 

○景観重要公共施設の整備に関する事項 

○景観重要公共施設の占用等の基準 

○景観農業振興地域整備計画の策定に関する

基本的な事項 

○自然公園法の許可の基準 

必
須
事
項 

選
択
事
項 

【個別方針の設定】 

○景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針 

○景観重要公共施設の整備に関する事項 

○景 観 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の策 定 に関 する基 本

的な事項 

○良好な景観の形成のための行為の制限に関する事 

項 

○屋 外 広 告物 の表 示 及び屋 外広 告 物 を掲 出 する物

件の設置に関する行為の制限に関する事項 

○景観重要公共施設の占用等の基準 

○自然公園法の許可の基準 
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針
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景観法の構成 景観まちづくりの手引きの構成 

【全体方針の設定】 

○景 観 計画 区域 の設 定と良 好な景観 の形成 に関す

る方針 

問い合わせ先 茨城県土木部都市局都市計画課都市行政Ｇ  
  ＴＥＬ ０２９－３０１－４５７９  

表１ 「景観まちづくりの手引き」の概要 

図１ 景観まちづくりの手引き（第２章）の構成  
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図２ 景観まちづくりの流れ  



 


